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企画に当たって

識者に問う

デザイン思考で
人間中心の政策を

わたしの構想

市民の目線で、市民と共に政策形成を行う「デザイン思考」。
なぜ今、必要とされるのか、その意義を問う。
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　使う人の視点に立つ「デザイン思

考」を適用し、ビジネスの分野では

さまざまなイノベーションがもたら

されてきた。

　近年、公共セクターにおいても、

デザイン思考を政策形成に取り入れ

るアプローチが注目されている。

　その意義と、実践の課題について、

議論する。

デザイン思考で
人間中心の政策を



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

　

か
つ
て
政
策
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
、
参
照
す
べ
き
「
モ
デ
ル
」
が
常
に
存
在
し
た
。
欧
米
諸
国
を
モ
デ
ル
に
近
代
化
を
推
進
し
た

明
治
期
の
日
本
政
府
は
も
ち
ろ
ん
、
近
年
に
至
る
ま
で
、「
先
進
事
例
」
こ
そ
が
政
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
参
照
軸
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
、
そ
の
よ
う
な
「
モ
デ
ル
」
は
見
い
だ
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
単
線
的
な
近
代
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
過
去
の
も
の
と

な
り
、
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
お
い
て
課
題
が
発
見
さ
れ
、
解
決
策
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
明
確
な
「
モ
デ
ル
」
が
あ

っ
た
時
代
と
比
べ
、
課
題
も
解
決
も
多
様
化
し
、
問
題
は
難
し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
考
え

方
は
存
在
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
構
想
で
提
示
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
あ
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
・
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ベ
イ
ソ
ン
氏
は
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
「『
人
間
中
心
』
の
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
体
験
を
作
り
出
す
た
め
の
方
法
、
過
程
、
そ
し
て
手
段
」
と
定
義
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
政
策
形
成
が
デ

ー
タ
収
集
、
分
析
、
合
理
的
な
解
の
発
見
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
む
し
ろ
政
策
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
市
民
や
企

業
の
目
線
に
立
つ
。
そ
の
上
で
ア
イ
デ
ア
を
共
に
創
出
し
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
実
験
し
な
が
ら
政
策
を
作
り
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
思
考
が
英
国
や
北
欧
諸
国
な
ど
で
試
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

オ
ー
プ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
の
奥
村
裕
一
氏
も
同
様
に
、「
行
政
の
供
給
者
目
線
」
で
は
な
く
、「
市
民
に
届

く
政
策
と
は
何
で
あ
る
か
を
、
市
民
と
と
も
に
、『
共
感
』
を
軸
に
据
え
て
考
え
て
い
く
」
こ
と
を
強
調
す
る
。
例
え
ば
ホ
ー
ム
レ
ス
の

当
事
者
の
話
に
耳
を
傾
け
、
生
活
の
現
場
を
観
察
す
る
。
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
目
に
、
児
童
養
護
施
設
や
児
童
相
談
所
が
ど
う

見
え
る
か
を
考
え
る
。
対
話
や
観
察
を
通
じ
て
、
本
人
さ
え
気
付
い
て
い
な
い
本
音
を
探
り
出
す
こ
と
が
目
的
だ
。
政
府
が
デ
ー
タ
を
公

開
し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
下
で
市
民
と
と
も
に
実
験
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
思
考
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
背
景
は
何
か
。
株
式
会
社
コ
ン
セ
ン
ト
代
表
取
締
役
で
武
蔵
野
美
術
大
学
大
学

院
造
形
構
想
学
科
教
授
の
長
谷
川
敦
士
氏
は
、
現
代
が
「
変
化
が
大
き
く
、
先
行
き
不
明
瞭
、
課
題
は
複
雑
化
し
て
お
り
、
確
実
な
正
解

が
何
か
わ
か
ら
な
い
」
時
代
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
予
測
不
可
能
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
不
確
定
な
未
来
の
た
め
に
布
石

政
策
の
当
事
者
で
あ
る
市
民
の
目
線
に
立
つ

日
本
で
も
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所 

教
授

Ӊ
໺
ॏ
ن

デ
ザ
イ
ン
思
考
で

人
間
中
心
の
政
策
を

―
現
場
で
の
モ
デ
ル
探
し
が
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
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行
い
、
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
手
法
は
、
住
民
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
行
政
に
と
っ
て
の
新
た
な
発
想
の
源
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
「
モ
デ
ル
」
を
外
に
探
し
、
い
わ
ば
「
正
解
」
を
求
め
て
き
た
行
政
に
と
っ
て
は
、
あ
る
い
は
覚
悟
が
必
要

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
手
法
を
通
じ
て
政
策
の
現
場
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巧
み
に
取
り
入
れ
る

柔
軟
性
と
行
動
力
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
と
っ
て
の
試
金
石
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

日
本
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
普
及
と
、
多
様
な
政
策
ラ
ボ
の
実
験
に
期
待
し
た
い
。

を
打
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
日
本
の
行
政
は
「
リ
ス
ク
を
取
る
」
の
が
苦
手
で
あ
る
。
小
さ
な
実
践
の
結
果
か
ら
仮
説
を
導
き
出
し
、

そ
れ
を
再
適
用
す
る
「
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
仮
説
形
成
）」
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
現
代
に
適
し
た
思
考
法
だ
ろ
う
。

　

す
で
に
実
践
例
も
あ
る
。
株
式
会
社
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
佐
宗
邦
威
氏
は
、
多
摩
川
流
域
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る

た
め
の
市
民
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
多
摩
川
流
域
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
ど
の
よ
う
に
働
い
た
り
、
遊
ん
だ
り
で

き
る
か
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
起
点
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
下
、
流
域
の
住
民
と
企
業
、
そ
し
て
行
政
を
つ
な
ぐ
試
み
は
貴
重
だ
ろ
う
。

行
政
の
中
立
の
原
則
か
ら
、
特
定
市
民
の
声
を
取
り
上
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、
政
策
ラ
ボ
の
よ
う
な
中
立
的
な
組
織
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
参
考
と
な
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
の
盛
り
上
が
り
に
対
し
、
行
政
の
側
か
ら
取
り
組
ん
だ
事
例
も
あ
る
。
滋
賀
県
庁
のPolicy Lab. Shiga

は
そ
の
一
例

で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
、
二
〇
一
七
年
よ
り
滋
賀
県
庁
の
職
員
有
志
に
よ
る
業
務
外
の
活
動
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
活
動
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
澤
田
有
希
子
氏
に
よ
れ
ば
、
滋
賀
県
で
暮
ら
す
市
民
「
○
○
さ
ん
」
と
い
う
人
物
像
を
四
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
と
し
て
描
き

出
し
た
と
い
う
。
具
体
的
な
人
物
像
を
起
点
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
職
員
に
と
っ
て
も
、
県
民
に
向
け
た
課
題
解
決
と
い
う
行
政
本

来
の
目
的
に
立
ち
戻
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
指
摘
が
注
目
さ
れ
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
、
表
層
的
な
装
飾
し
か
思
い
浮
か
べ
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
様
な
商
品
が
溢あ

ふ

れ
る
現
代
に

お
い
て
、
ど
れ
だ
け
機
能
的
に
優
れ
て
い
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
が
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
し
か
手
に
取
っ
て
も
ら
え
な
い
。

使
う
側
が
、
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
自
分
を
想
像
で
き
て
初
め
て
、
人
は
関
心
を
持
つ
の
で
あ
る
。
政
策
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　

政
策
を
い
か
に
す
れ
ば
、
住
民
に
と
っ
て
「
使
い
や
す
い
」
も
の
に
で
き
る
か
。
住
民
が
声
を
あ
げ
、
行
政
や
企
業
と
と
も
に
実
験
を

デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
政
策
の
現
場
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思

想
史
、
政
治
哲
学
。

参
照
す
べ
き
モ
デ
ル
、
ユ
ー
ザ
ー
が
使
い
た
く
な
る
デ
ザ
イ
ン
、
新
た
な
発
想
の
源
泉
、

行
政
の
覚
悟
、
柔
軟
性
と
行
動
力
が
試
金
石
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識　者　に　問　う
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デ
ザ
イ
ン
思
考
を

政
策
形
成
に
導
入
す
る

意
義
は
何
か
。

実
践
の
課
題
は
何
か
。

インタビュー実施：2019 年 11 月～ 12 月
聞き手：北島あゆみ（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
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識
者
に
問
う

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
政
策
形
成
に
導
入
す
る
意
義
は
何
か
。
実
践
の
課
題
は
何
か
。
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ザ
イ
ン
」
と
は
、
モ
ノ
や
シ
ン
ボ
ル
、
行
動
、
環
境
な
ど
を
新
し
い
形
で
統
合
し
、
そ
れ
に
よ
り
人

び
と
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
価
値
を
生
成
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
。
こ
の
概
念
は
、
も

の
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
や
経
営
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
ま

た
、
一
般
に
「
人
間
中
心
」
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
体
験
を
作
り
出
す
た
め
の
方
法
、

過
程
、
そ
し
て
手
段
を
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
と
い
う
。

　
「
人
間
中
心
」
の
政
策
形
成
と
は
、
政
策
の
対
象
と
な
る
人
に
対
す
る
共
感
に
価
値
を
置
く
も
の
で
あ
り
、

従
来
の
よ
う
な
、
政
策
課
題
の
デ
ー
タ
を
集
め
、
分
析
し
、
そ
の
解
を
合
理
的
に
導
く
と
い
う
や
り
方
と
は

異
な
る
。
政
策
の
当
事
者
と
な
る
人
び
と
の
状
況
や
生
活
を
、
目
で
見
て
観
察
し
、
話
を
聞
き
な
が
ら
、
当

事
者
と
共
に
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
と
の
関
わ
り
方
を
視
覚
化
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
匂
い
も

嗅
ぐ
。
論
理
か
ら
で
は
な
く
、
感
情
か
ら
寄
り
添
う
た
め
に
、
五
感
を
通
し
て
問
題
の
根
本
的
原
因
は
何
か

を
理
解
す
る
。
こ
れ
は
、「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
」
と
い
わ
れ
る
定
性
的
な
調
査
手
法
だ
。
ま
た
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
は
「
共
創
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
。
行
政
の
部
局
の
枠
を
超
え
、
関
係
団
体
や
外
部
の
専

デ門
家
、
そ
し
て
、
政
策
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
市
民
や
企
業
を
も
巻
き
込
み
、
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る
。

そ
の
た
め
の
ラ
ボ
な
ど
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
。
さ
ら
に
、「
実
験
的
」そ
し
て「
反

復
的
」
な
手
段
を
使
う
。
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
、
少
し
ず
つ
何
度
も
繰
り
返
し
試
し
な
が
ら
、
政
策
を
作

り
上
げ
て
い
く
。
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
誰
も
が
政
策
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
試

作
（
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
）
の
手
法
な
ど
も
大
い
に
活
用
す
る
。

　

こ
れ
ら
「
人
間
中
心
」、「
共
創
」、「
実
験
的
・
反
復
的
」
の
三
つ
を
特
徴
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
公
共

セ
ク
タ
ー
に
取
り
入
れ
て
、
政
策
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
革
新
を
は
か
る
動
き
が
増
え
て
い
る
。
特
に
、
イ
ギ

リ
ス
や
英
連
邦
、
北
欧
諸
国
で
顕
著
だ
が
、
い
ま
や
世
界
に
広
ま
っ
て
い
る
ト
レ
ン
ド
と
い
っ
て
よ
い
。
背

景
に
は
、
技
術
の
急
速
な
進
歩
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
金
融
、
自
然
環
境
、
情
報

伝
達
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
変
化
し
、
そ
れ
ら
が
絡
み
あ
っ
て
、
社
会
課
題
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
複
雑
性
に
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
、
複
雑
性
を
受
け
入
れ
、
包
有
し
て
い
く
。
公
共
政
策
に
お
い

て
、
人
び
と
の
多
様
な
立
場
や
異
な
る
専
門
性
を
取
り
込
み
、
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
二
一
世
紀
の
政
策
形
成
に
確
実
に
重
要
な
貢
献
を
も
た
ら
す
位
置
に
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
用
い
て
組
織
の
成
長
や
経
営
課
題
解
決
を
支
援
す
る
、
デ
ザ
イ
ン
企
業
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
代
表
。
Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
国
の
資
金
で
設

立
さ
れ
た
独
立
的
組
織
。
二
○
○
七
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
中
央
政
府
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
「M

indLab

」
の
代

表
を
務
め
、
現
職
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
を
取
得
。
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
美
術
院
、
Ｅ
Ｕ
、
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
な
ど
、
国
内
外
で
数
々
の
外
部
団
体
に
所
属
し
、
世
界
各
地
で
大
学
講
師
や
政
府
機
関
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
講
演
者
と
し
て
も
活

躍
。『Leading public design: Discovering hum

an-centred governance

』（Policy Press, 2017

）
な
ど
、
著
書
多
数
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ベ
イ
ソ
ン
（Christian Bason

）

11 10No. 46—2020年 2月わたしの構想



識
者
に
問
う

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
政
策
形
成
に
導
入
す
る
意
義
は
何
か
。
実
践
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ࢢ
ຽ
の
໨
ઢ
に
ཱ
ͪ
ỏ
ࢢ
ຽ
に
ಧ
͘
政
策
を
ͭ
͘
る

Ԟ
ଜ
༟
Ұ

一
般
社
団
法
人

オ
ー
プ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
理
事Christian Bason〔2017〕

Leading public design
Discovering human-centred governance

Policy Press （English Edition） Kindle

策
形
成
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
は
、
市
民
に
届
く
政
策
と
は
何
で
あ
る
か
を
、
市
民
と
と
も
に
、

「
共
感
」
を
軸
に
据
え
て
考
え
て
い
く
こ
と
だ
。
イ
ギ
リ
ス
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
（
当
時
）
は
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
を
実
施
す
る
政
策
チ
ー
ム
で
あ
る
「
ポ
リ
シ
ー
ラ
ボ
」
を
政
府
部
内
に
設
置
し
た
。
政
府
の
財

政
難
を
背
景
に
、
ど
う
す
れ
ば
限
ら
れ
た
予
算
で
も
、
国
民
・
市
民
に
届
く
効
果
的
な
政
策
を
つ
く
れ
る
の

か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
従
前
の
政
策
が
、
過
去
の
前
例
や
ル
ー
ル
を
前

提
に
課
題
を
考
察
し
て
、
い
わ
ば
、
行
政
の
供
給
者
目
線
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
が
あ
る
。

　
「
共
感
」
を
重
視
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
は
、
実
際
に
政
策
の
対
象
と
な
る
人
の
立
場
に
な
る
こ
と
で
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
問
題
を
発
見
す
る
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
」
と
呼
ば
れ
る
手

法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
当
事
者
の
話
に
耳
を
傾
け
、
生
活
の
現
場
を
実
際
に
観
察

し
、
当
事
者
と
一
緒
に
時
を
過
ご
す
。
共
同
生
活
ま
で
は
難
し
く
て
も
、
政
策
の
対
象
と
な
る
人
物
像
を
入

念
に
描
く
ー
ペ
ル
ソ
ナ
づ
く
り
ー
を
行
っ
て
、
政
策
立
案
者
が
想
い
を
馳
せ
る
。
児
童
虐
待
を
例
に
と
る
と
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
と
き
に
、
親
、
友
達
、
学
校
、
そ
し
て
児
童
養
護
施
設
や
児
童

政相
談
所
が
ど
う
見
え
る
の
か
。
そ
こ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
一
番
幸
せ
に
な
れ
る
方
法
を
考
え
る
こ

と
が
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
重
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
相
手
に
一
〇
〇
％
な
り
切
っ
て
み
る
。
そ
し
て
求
め
ら

れ
る
の
は
、
人
び
と
と
の
対
話
や
観
察
を
通
じ
て
、
本
人
さ
え
気
付
い
て
な
い
根
底
に
潜
む
本
音
を
引
き
出

し
、
あ
る
い
は
本
音
に
気
付
く
こ
と
だ
。

　

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
、
政
府
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
国
民
や
市
民
に
参
加
を
促
し
、
民
間
の
知
恵
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
政
府
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
掛
け
声
だ
け
に
終
わ

ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
導
入
し
て
、
市
民
に
届
く
政
策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
政
府
の
オ
ー
プ
ン
化
と
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
市
民
参
加
が
鍵
と
な
る
点
で
共
通
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
ラ
ボ
」
を
つ
く
っ
て
実
験
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
国
民
や
市
民
が
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
日
本
で
の
普
及
を
目
指
し
、
研
究
や
助
言
を
通
じ
て
積
極
的
に
活
動
。
欧
米
の
電
子
政
府
に
対
す
る
深
い
知
見

を
持
つ
。
一
九
七
一
年
に
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
を
卒
業
し
、
通
産
省
（
当
時
）
入
省
。
退
官
後
、
経
済
産
業
研
究
所
、
京
都
大

学
客
員
教
授
、
東
京
大
学
特
任
教
授
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
客
員
研
究
員
、
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り
現
職
。
論
考
に
「
オ
ー
プ
ン
（
ガ
バ
メ
ン
ト
）
デ
ー
タ
」
（
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
六
四
号
、
二
〇
一
四

年
）
ほ
か
、
訳
書
、
寄
稿
多
数
。

奥
村
裕
一
（
お
く
む
ら
・
ひ
ろ
か
ず
）
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識
者
に
問
う

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
政
策
形
成
に
導
入
す
る
意
義
は
何
か
。
実
践
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ࢼ
ߦ
す
る
͜
ͱ
͜
ͦ
͕
ỏ
考
͑
る
͜
ͱ

௕
୩
઒
ರ
࢜

株
式
会
社
コ
ン
セ
ン
ト

代
表
取
締
役

武
蔵
野
美
術
大
学

大
学
院
造
形
構
想
学
科

教
授

マーク・スティックドーン、アダム・ローレンス、
マーカス・ホーメス、ヤコブ・シュナイダー〔2020〕

This is Service Design Doing
サービスデザインの実践

長谷川敦士監修、安藤貴子・白川部君江訳
株式会社ビー・エヌ・エヌ新社　＊近刊予定

代
は
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（Volatility, Uncertainty, Com

plexity, Am
biguity

）
の
時
代
と
言
わ
れ
る
。

変
化
が
大
き
く
、
先
行
き
不
明
瞭
、
課
題
は
複
雑
化
し
て
お
り
、
確
実
な
正
解
が
何
か
分
か
ら
な
い

―
こ
う
い
っ
た
予
測
不
可
能
な
時
代
に
こ
そ
、
リ
ス
ク
を
取
り
、
不
確
定
な
未
来
に
対
す
る
布
石
を
打
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
行
政
は
「
リ
ス
ク
を
取
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

何
が
正
解
か
分
か
ら
な
い
と
き
に
は
、「
ま
ず
は
何
か
を
や
っ
て
み
る
」
と
い
う
の
が
、
実
は
有
効
な
手

法
で
あ
る
。
そ
れ
は
成
功
す
る
た
め
で
は
な
く
、
何
が
有
効
か
を
見
定
め
る
仮
説
を
導
出
す
る
た
め
で
あ
る
。

試
し
に
何
か
を
や
っ
て
み
て
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
て
も
い
か
な
く
て
も
、
そ
の
経
過
か
ら
仮
説
を
導
出
す

る
。
こ
れ
が
「
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
仮
説
形
成
）」
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
本
質
的
な
考
え
方
で
あ
り
、

試
行
す
る
過
程
自
体
が
、
考
え
る
こ
と
で
あ
る
と
す
ら
い
え
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
に
お
い
て
は
、
ど
う
い
う
立
場
で
解
決
策
を
考
え
て
い
く
か
が
、
本
質
的
な
観
点
だ
。
例

え
ば
、
新
し
い
工
業
製
品
を
作
る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
効
率
的
な
量
産
が
可
能
か
と
い
う
論
点
は
、

供
給
サ
イ
ド
に
立
っ
て
い
る
。
他
方
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
消
費
者

現に
と
っ
て
使
い
勝
手
が
よ
い
製
品
に
な
る
か
と
い
う
、
消
費
者
サ
イ
ド
の
視
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
製
品

企
画
の
段
階
で
は
、
持
っ
て
い
る
技
術
や
製
造
上
の
制
約
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
て
、
利
用
者
が
価
値
を
感
じ

る
よ
う
な
、
あ
る
べ
き
姿
を
形
に
す
る
た
め
に
何
度
も
試
行
す
る
。
政
策
形
成
の
過
程
も
同
様
だ
。
新
し
い

制
度
を
施
行
す
る
前
に
、
ま
ず
は
、
政
策
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
市
民
や
企
業
に
と
っ
て
、
意
味
の
あ
る
制
度

に
す
る
た
め
の
試
案
を
つ
く
り
、
試
し
て
み
る
。
こ
れ
は
、
意
見
を
聞
く
の
と
は
異
な
る
。
意
見
を
聞
い
て

も
、
現
状
か
ら
想
定
さ
れ
る
延
長
の
反
応
し
か
出
て
こ
な
い
。
試
案
に
対
し
て
の
人
々
の
反
応
を
み
な
が
ら

手
直
し
を
し
て
、
仮
説
を
立
て
る
。
そ
の
仮
説
を
さ
ら
に
試
し
、
よ
う
や
く
政
策
の
立
案
・
施
行
に
進
め
て

い
く
。
こ
れ
が
政
策
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
踏
ま
え
た
政
策
形
成
と
は
、
市
民
や
企
業
な
ど
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
と
共

に
政
策
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
試
行
を
重
ね
る
こ
と

を
許
容
す
る
だ
け
の
、
行
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
が
不
可
欠
で
あ
る
。
試
行
を
重
ね
な
が
ら
両
者
が
共
創

し
て
い
く
こ
と
は
、
不
確
実
な
時
代
に
未
来
を
開
拓
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
行
政

と
市
民
と
の
間
に
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
わ
か
り
や
す
さ
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
分
野
の
第
一
人
者
。
二
〇
〇
二
年
に
株
式
会
社
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
立
し
、

企
業
サ
イ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
Ｕ
Ｘ
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
社
会
活
用
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
た
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
研
究
し
、
最
近
で
は
日
本
企
業
や
行
政
で
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て
も
研
究
と
実
践
を
行
う
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
学
術
博
士
）。Service Design Network

日
本
支
部
共
同
代
表
。
人
間
中
心
設
計
推
進
機
構
副
理
事
長
、『
デ

ザ
イ
ン
組
織
の
つ
く
り
か
た
』（
メ
ル
ホ
ル
ツ
＆
ス
キ
ナ
ー
著
、
ビ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ヌ
新
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
は
じ
め
、
著
書
や
監
訳

書
多
数
あ
り
。

長
谷
川
敦
士
（
は
せ
が
わ
・
あ
つ
し
）
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識
者
に
問
う

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
政
策
形
成
に
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す
る
意
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は
何
か
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実
践
の
課
題
は
何
か
。
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識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ࢢ
ຽ
の
Ձ
஋
؍
΍
૝
͍
を

Ҿ
͖
ग़
す
࢓
૊
Έ
͕
ඞ
ཁ

ࠤ
फ
๜
Җ

株
式
会
社
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
チ
ー
フ
・
ス
ト
ラ
テ

ジ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

佐宗邦威〔2019〕

ひとりの妄想で未来は変わる
日経 BP

済
成
長
の
時
代
に
は
、「
経
済
的
な
満
足
＝
幸
せ
」
で
あ
り
、
マ
ク
ロ
な
視
点
に
よ
る
数
字
目
標
を

定
量
的
に
積
み
上
げ
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
け
ば
十
分
な
成
果
を
出
せ
た
。
し
か
し
現
在
の
日
本
の

よ
う
に
成
熟
し
た
社
会
で
は
、多
様
な
個
人
が
感
じ
る
幸
福
を
ど
う
提
供
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
。「
幸
福
」

の
よ
う
な
数
字
で
は
現
れ
に
く
い
価
値
を
政
策
で
実
現
し
て
い
く
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
起
点
に
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
だ
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
に
は
市
民
の
主
観
的
な
価
値
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
定
性
的
な
情
報
を
目
に
見
え
る
形
に
し
て
、

そ
こ
か
ら
政
策
形
成
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
が
機
能
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
の
日
本
の
行
政
で
は
、

そ
う
し
た
仕
組
み
が
整
っ
て
い
な
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
未
来
視
点
の
「
こ
う
い
う
風
に
し
た
い
」
と
い
う
市

民
が
抱
い
て
い
る
想
い
を
、
ど
う
す
れ
ば
可
視
化
し
、
具
現
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
行
政
の
課
題

だ
。

　

私
は
、
多
摩
川
流
域
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
た
め
の
市
民
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
者
は
東
京
急
行
電
鉄
で
、
流
域
の
住
民
や
企
業
、
自
治
体
と
共
に
、
次
世
代
の
街
づ

経く
り
を
構
想
し
て
い
る
。
多
摩
川
流
域
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
ど
の
よ
う
に
働
い
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
る

か
、
自
然
の
豊
か
さ
を
生
か
し
て
ど
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
で
き
る
か
な
ど
が
テ
ー
マ
だ
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
を
通
じ
、
市
民
の
「
や
り
た
い
」
と
い
う
声
を
行
政
が
得
て
、
そ
れ
を
形
に
し
て

い
く
の
は
、
実
は
非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
行
政
が
直
接
、
市
民
の
誰
か
の
声
を
取
り
上

げ
る
と
、
そ
の
選
択
が
恣
意
的
に
見
え
た
り
、
ま
た
「
な
ぜ
、
そ
の
人
の
声
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
か
？
」

と
い
う
、
中
立
性
・
平
等
性
の
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
と
、
現
状
で
は
、
ニ
ー

ズ
の
塊
と
し
て
の
定
量
デ
ー
タ
く
ら
い
し
か
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
が
な
い
。

　

市
民
の
価
値
観
や
想
い
を
、
行
政
が
意
思
決
定
に
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。
市
民
が
声

を
上
げ
る
方
法
も
、
も
っ
と
可
視
化
さ
れ
る
ほ
う
が
良
い
。
北
欧
や
イ
ギ
リ
ス
は
、
政
策
ラ
ボ
の
よ
う
な
中

立
的
な
組
織
を
作
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
組
織
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
市
民
、
企
業
、
自
治
体
な

ど
を
つ
な
ぐ
場
を
形
成
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
実
践
し
て
い
る
。
そ
こ
で
政
策
課
題
を
抽
出
し
、
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い
く
、
と
い
う
や
り
方
は
、
日
本
で
も
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

大
企
業
か
ら
老
舗
企
業
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
顧
客
に
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
文
化
の
創
造
を

提
案
。
Ｐ
＆
Ｇ
に
て
数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛
け
、
ソ
ニ
ー
に
て
新
規
事
業
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
携

わ
っ
た
後
、「
共
創
型
戦
略
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
」
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
を
設
立
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
イ
リ
ノ
イ
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン

学
科
修
士
課
程
修
了
。
著
書
に
『
21
世
紀
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
デ
ザ
イ
ン
思
考
が
必
要
な
理
由
』（
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、

二
〇
一
五
年
）
ほ
か
。

佐
宗
邦
威
（
さ
そ
う
・
く
に
た
け
）
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識
者
に
問
う

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
政
策
形
成
に
導
入
す
る
意
義
は
何
か
。
実
践
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ݝ
ຽ
΁
の
ڞ
ײ
に
ج
ͮ
͍
ͨ
政
策
を
Ͳ
͏
࡞
る
か

ᖒ
ా
༗
ر
ࢠ

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ 

Ｌ
ａ
ｂ
．

Ｓ
ｈ
ｉ
ｇ
ａ
（
滋
賀
県
）

Policy Lab. Shiga〔2018〕

「県民の本音」を起点にしたこれからの政策形成
デザイン思考の活用について滋賀県職員若手有志からの提言

http://policylab.shiga.jp/advocacy

賀
県
で
は
、
二
○
一
七
年
よ
り
県
庁
職
員
の
有
志
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
た
政
策
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業
はPolicy Lab. Shiga

と
呼
ば
れ
、
業
務
外
の
活
動
と
し

て
行
っ
た
試
み
だ
。「
県
民
の
本
音
」
を
起
点
に
し
、「
県
民
の
深
い
理
解
や
共
感
」
に
基
づ
い
た
政
策
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
、
県
民
と
共
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、「
若
者
の
居

場
所
探
し
」
や
「
県
外
か
ら
の
移
住
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
半
年
以
上
に
わ
た
り
、
県
民
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
観
察
な
ど
の
定
性
調
査
を
行
い
、
問
題
を
発
見
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
滋
賀
で
暮
ら
す
県
民
の

人
物
像
を
、
四
人
の
「
〇
〇
さ
ん
」
と
い
う
ペ
ル
ソ
ナ
で
描
い
た
。

　

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
、
滋
賀
で
暮
ら
す
若
者
の
し
ん
ど
さ
や
、
地
域
と
の
距
離
感
に
対
す
る
戸
惑
い

だ
。
そ
こ
で
、
ペ
ル
ソ
ナ
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」
を
開
催
。
年
齢
・

職
業
な
ど
多
様
な
立
場
の
人
び
と
と
一
緒
に
解
決
策
を
考
え
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
。
そ
の
過
程

の
中
で
、「
誰
を
ど
う
幸
せ
に
し
た
い
の
か
」
を
見
い
だ
し
て
い
く
取
り
組
み
だ
。
こ
の
活
動
か
ら
得
た
学

び
は
政
策
提
言
と
し
て
ま
と
め
、
二
○
一
八
年
八
月
に
滋
賀
県
知
事
に
提
出
、
知
事
と
の
意
見
交
換
も
行
っ

滋た
。

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
は
、
県
民
を
一
括
り
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
に
合
っ
た
課

題
解
決
と
い
う
目
的
に
立
ち
戻
る
。
多
く
の
業
務
が
職
員
に
と
っ
て
「
や
ら
さ
れ
る
」
仕
事
に
な
っ
て
い
る

中
で
、
具
体
的
な
「
〇
〇
さ
ん
」
を
起
点
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
視
点
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
か
ら
政
策
を

作
る
有
益
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
本
格
的
に
導
入
す
る
自
治
体
へ
助
言
す
る
と
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
単
年
度
主
義
の
予
算
執
行
で
は
、「
実
験
を
繰
り
返
し
て
政
策
を
作
っ
て
い
く
」
と
い
う
デ
ザ

イ
ン
思
考
の
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
余
裕
が
な
い
。
ま
た
、
行
政
部
門
で
よ
く
指
摘
さ
れ
る
体
質
―
前
例

踏
襲
や
予
算
消
化
な
ど
―
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
改
善
が
必
要
と
な
ろ
う
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
対
す
る
職
員
の

理
解
や
、
組
織
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
も
必
要
だ
。
最
終
的
に
目
指
す
の
は
「『
県
民
の
本
音
』
を
起

点
に
し
た
政
策
を
、
組
織
の
垣
根
を
越
え
て
生
み
出
し
合
え
る
、
フ
ラ
ッ
ト
な
行
政
」
だ
。
一
歩
一
歩
積
み

重
ね
て
、
滋
賀
県
庁
の
仕
事
の
取
り
組
み
方
や
職
員
の
意
識
を
変
え
て
い
き
、
県
民
か
ら
愛
さ
れ
る
滋
賀
県

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

滋
賀
県
職
員
。
現
在
、
道
路
課
に
所
属
。Policy Lab. Shiga 

（
Ｐ
Ｌ
Ｓ
）
は
、
滋
賀
県
が
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
、
県
政
に
変
革
が
求

め
ら
れ
る
な
か
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
有
効
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
滋
賀
県
三
日
月
大
造
知
事
の
発
言
に
呼
応
す
る
形
で
、
二
〇
一
七
年
に

設
立
。
澤
田
氏
は
、
知
事
へ
の
提
言
に
関
わ
っ
た
Ｐ
Ｌ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
の
一
一
名
の
一
人
。
提
言
後
、
Ｐ
Ｌ
Ｓ
は
解
散
し
た
が
、
デ
ザ
イ
ン

思
考
を
活
用
す
る
「
人
生
一
〇
〇
年
ワ
ク
ワ
ク
検
討
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
な
ど
、
県
庁
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
澤

田
氏
も
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
政
策
研
修
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

澤
田
有
希
子
（
さ
わ
だ
・
ゆ
き
こ
）
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データで 見る 人間中心の政策を
デザイン思考で

政策対象となる当事者の視点で、テーマ設定を見直す
　　（従来のテーマ設定）　　（当事者視点のテーマ設定）
例　ホームレスの削減� ⇒　ホームレスになる前にホームレス化を予防する支援
　　認知症対策� ⇒　認知症患者や家族が住みやすくなる支援
　　DV被害者の支援� ⇒　被害者ケアに加え、再発防止のための加害者支援

当事者に寄り添うための手法
インタビュー・アンケート：政策対象となる当事者に直接聞く
エスノグラフィックリサーチ：当事者の活動を観察し、普段の生活の実情を理解する
ペルソナ：仮想の当事者（制度利用者）像。多様な属性を考慮し、複数想定する
カスタマージャーニーマップ：当事者になりきって、その動きや経験、サービスの利
用場面を想定する

アイデアを生み出し、形にするためのインフラ
行政が市民や多様なアクターと直接話し合う場（ワークショップなど）を設定する
当事者やステークホルダーと共に、施策を試案する
実験的・反復的に、試案の検証と修正を行い、完成に近づける

「ダブルダイヤモンド」はデザイン思考のためのフレームワーク。議論の発散、収束の過程を
ダイヤモンドの形に喩

たと
えている。発見（discover）、特定（define）、開発（develop）、実践

（deliver）の 4段階で構成される。

時間の流れ

注１）�グラフの数値は、各政策ラボが扱うテーマごとに集計したもの。
注２）�「仕事と経済」は、「仕事と経済成長」と「地域経済の振興」を合計したもの。「その他」は、「教育と文化」、「移民とその社会的統合、

人道支援」、「財政と税金」を合計したもの。
出所）�M�Fuller,�A�Lochard（2016）“Public�policy� labs� in�European�Union�member�states,”�EUR�28044�EN;�doi:�10.�

2788/799175をもとに、NIRA作成。
出所）�Social�Innovation�Lab�Kent�(SILK),�Dementia�Programme.、Public�Policy�Lab,�SHELTER�FROM�HARM.,�PUBLIC�BENEFITS�

ACCESS.、UK�Policy�Lab,�Homelessness�Prevention.�などをもとに、NIRA作成。

●　「認知症支援」プロジェクト
　　英ケント州（2011–2015）

認知症の市民にインタビューし、
・認知症と疑われる人が診断を受けない
のは、運転できなくなることを恐れて
いる
・認知症の人は、孤独を感じ、人と対面
で話したいと思っている

　という洞察を得た。

●　「家庭内暴力（DV）削減」プロジェクト
　　米NY市（2018–）

DV加害者・被害者、ケアスタッフにイ
ンタビューし、
・加害者の再犯防止ケアがない
・加害者・被害者とも、DVを未然に防
止するための有効なプログラムを求め
ている

　という洞察を得た。

●　「ホームレス防止」プロジェクト
　　英国（2016–2017）

防止策の案をホームレス市民や現場ス
タッフに検証してもらったところ、
・ホームレスになるリスクがあるのに、
その自覚がない人へのアプローチが困
難である

　という洞察を得た。
「ホームレスになるリスクがある人の早
期識別と介入」を、政策方針に追加。

●　「貧困世帯への福祉サービスの紹介」
　　プロジェクト
　　米NY市（2017–2019）

施行前のパイロット実験で施策をブラッ
シュアップ
第 1回� 3 学校にパイロット実験
� 有効性や修正すべき点を確認
第 2回� プロジェクトを修正
� 21 学校にパイロット実験を
� 拡大
　その後、市全域に施行

当事者との対話から、
課題を特定した事例 実験・検証から知見を得た事例

σβΠϯߟࢥͷߏ੒ཁૉ

&6಺Ͱ׆ಈする੓ࡦϥϘͷɺ੓ࡦ՝୊ผϓϩδΣΫτ਺ʢ����೥ʣ

ʮσβΠϯߟࢥʯ�ͭͷ੒ޭྫࣄʕμϒϧμΠϠϞϯυͷ࿮૊Ͱ͑ߟる

課題の発見 特定

議論
を収
束

議論
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束議論を発散

議論を発散

政策の開発 実践

起点 終点
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中心
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共感

共創

公共セクターの
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政策ラボの運営主体
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